
 校内研修は、具体的な研究テーマのもと、達成目標や検証方法を明確にして実施し、研

修の成果をその後の日常活動に生かすことが大切です。一つ一つの研修が学校教育目標の

実現につながるよう、ＰＤＣＡサイクルを取り入れ、常に研修の見直しを行いながら、全

教職員で取り組んでいきたいものです。 

     ２ 校内研修を進めるにあたって 

実態の把握 

学校教育目標の実現 

めざす子ども像の設定 

研究テーマの設定 

年間計画の作成 
学校教育目標の実現に向けて、いつ、だれが、何を、

どのように行うかスケジュールを立てましょう。 

子どもに付けたい力を明確にし、内容を具体的に絞っ

たものにしましょう。 

実態の把握をもとに、学校教育目標に照らして、めざ

す子ども像を具体的に考えましょう。 

学校がおかれている環境を踏まえて、子どもの実態や

教育活動を振り返り、成果と課題を整理しましょう。

 

 

□ 課題の確認 
年間計画を踏まえて、解決した

い課題を共通理解します 

□ 今後の取組の確認 
教職員一人一人が改善策を翌日

からの授業実践に生かします 

□ 研究会の企画・準備 
協議の進め方の工夫や指導案の

検討にチームで取り組みます 

□ 公開授業 
授業参観の視点を確認し、児童

生徒の学習の様子をみます 

□ 研究会での協議 
課題を解決するための具体的な

改善策について話し合います 

（例）授業改善につなげる授業研究会 

協働体制の 

構築 

ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟの

発揮 ここが大切
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